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むつ市議会第１４４回臨時会会議録 第１号

平成２０年２月４日（月曜日）午後１時開会・開議議事日程 第１号

◎教育委員会委員就任あいさつ

◎固定資産評価審査委員会委員就任あいさつ

◎諸般の報告

第１ 会議録署名議員の指名

第２ 会期の決定

【議案上程、提案理由説明】

第３ 議案第１号 平成19年度むつ市一般会計補正予算

【議案質疑、討論、採決】

第４ 議案第１号 平成19年度むつ市一般会計補正予算

本日の会議に付した事件

議事日程に同じ
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◎開会及び開議の宣告

午後 １時００分 開会・開議

〇議長（村中徹也） ただいまからむつ市議会第

144回臨時会を開会いたします。

ただいまの出席議員は28人で定足数に達してお

ります。

これから本日の会議を開きます。

◎教育委員会委員及び固定資産評価審

査委員会委員就任あいさつ

〇議長（村中徹也） 議事に入る前に、就任のごあ

いさつがあります。

さきの定例会において、むつ市教育委員会委員

に選任されました田村研氏及びむつ市固定資産評

価審査委員会委員に選任されました大場英雄氏か

ら就任のごあいさつをお願いいたします。

まず、田村研氏、お願いいたします。

（田村 研教育委員会委員登壇）

〇教育委員会委員（田村 研） 皆さん、こんにち

は。このたび教育委員会委員になりました田村と

申します。

私は、市内で内科医院と老人保健施設を開設し

ております。このような行政にかかわる大事な仕

事は、何分にも初めてでありまして、まだまだふ

なれではありますが、何とかお役に立てるように

頑張ってまいりたいと思いますので、よろしくお

願い申し上げます。

〇議長（村中徹也） 次に、大場英雄氏、お願いい

たします。

（大場英雄固定資産評価審査委員

会委員登壇）

〇固定資産評価審査委員会委員（大場英雄） どう

も、皆さんこんにちは。さきに行われましたむつ

市議会第194回定例会におきまして、議員の皆様

方からご同意をいただきまして、むつ市固定資産

評価審査委員会の委員に再任を受けました。

税金の不服に対しまして審査をするという大変

重要な仕事でありますので、公平公正をモットー

に、与えられた職務に邁進してまいる所存でござ

います。

議員の皆様方におかれましては、これからもご

指導、ご助言をよろしくお願い申し上げまして、

大変簡単ですが、就任の言葉とさせていただきま

す。

また、きょうは臨時会初日の忙しい時間帯をわ

ざわざ割いていただきまして、大変ありがとうご

ざいました。

〇議長（村中徹也） これで就任のあいさつを終わ

ります。

◎諸般の報告

（ ） 、 。〇議長 村中徹也 次に 諸般の報告を行います

まず初めに、地方自治法第121条に基づく今臨

時会への説明員の出席者については、お手元に配

布の名簿のとおりであります。

次に、監査委員から、地方自治法第235条の２

第３項の規定に基づく例月出納検査の結果報告が

ありました。なお、関係書類は事務局に保管して

ありますので、ご閲覧願います。

次に、去る１月17日に開催されました道路特定

財源の確保を求める青森県緊急総決起大会への出

席議員11名については、会議規則第159条第１項

ただし書きにより、議長が出席議員の派遣を承認

しておりますので、ご了承願います。

以上で諸般の報告を終わります。

〇議長（村中徹也） 本日の会議は議事日程第１号

により議事を進めます。
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◎日程第１ 会議録署名議員の指名

〇議長（村中徹也） 日程第１ 会議録署名議員の

指名を行います。

会議録署名議員は、会議規則第82条の規定によ

り、４番目時睦男議員及び28番川端澄男議員を指

名いたします。

◎日程第２ 会期の決定

〇議長（村中徹也） 次は、日程第２ 会期の決定

を議題といたします。

お諮りいたします。本臨時会の会期は、本日１

日としたいと思います。これにご異議ありません

か。

（ 異議なし」の声あり）「

〇議長（村中徹也） ご異議なしと認めます。よっ

て、会期は本日１日と決定いたしました。

◎日程第３ 議案上程、提案理由説明

〇議長（村中徹也） 次は、日程第３ 議案第１号

平成19年度むつ市一般会計補正予算を議題といた

します。

市長から提案理由の説明を求めます。市長。

（宮下順一郎市長登壇）

〇市長（宮下順一郎） ただいま上程されました議

案第１号 平成19年度むつ市一般会計補正予算に

ついて、提案理由及び内容の概要をご説明申し上

げ、ご審議の参考に供したいと存じます。

今回提案いたします補正予算は、2,767万

6,000円の増額補正でありまして、これにより補

正後の歳入歳出予算総額は 317億4,037万7,000円、

となります。

まず、歳出についてでありますが、民生費には

原油の高騰に伴う対策として、低所得者世帯を対

象に暖房費の一部を助成し、経済的な負担を軽減

するため、福祉灯油購入費助成事業費を、災害復

旧費には昨年11月11日から12日にかけて本県を通

過した低気圧の影響により被害を受けた永下川の

護岸を復旧するため、災害復旧費を計上しており

ます。

次に、歳入についてでありますが、国庫支出金

には災害復旧費補助金を、市債には災害復旧事業

債を計上しておりますほか、諸収入において歳入

不足額を増額しております。

以上をもちまして、上程されました議案につい

て、その大要を申し上げましたが、細部につきま

しては、議事の進行に伴いましてご質問により詳

細ご説明申し上げます。

何とぞ慎重ご審議の上、原案どおり御議決賜り

ますようお願い申し上げる次第であります。

〇議長（村中徹也） これで提案理由の説明を終わ

ります。

ここで議事整理のため、午後１時25分まで暫時

休憩いたします。

午後 １時０８分 休憩

午後 １時２５分 再開

〇議長（村中徹也） 休憩前に引き続き会議を開き

ます。

◎日程第４ 議案質疑、討論、採決

◇議案第１号

〇議長（村中徹也） 次は、日程第４ 議案第１号

平成19年度むつ市一般会計補正予算を議題といた

します。

これより質疑に入ります。質疑の通告がありま

すので、順次発言を許可します。まず、20番斉藤

孝昭議員。



- 6 -

（20番 斉藤孝昭議員登壇）

〇20番（斉藤孝昭） 議案第１号の中のむつ市福祉

灯油購入費助成事業について、４点質疑させてい

ただきます。内容にちょっと前後する場面がある

かもしれませんが、答弁のほうをよろしくお願い

します。

まずは、助成金の申請をどのように行うのか、

また給付方法をお知らせください。

、 。２点目 申請の受け付け期間はいつまでなのか

３点目、問い合わせに対してどのように対応す

る準備をしているのか。

４点目になりますが、対象世帯を決定した理由

をお知らせください。特に対象世帯については、

各市町村によってさまざま考え方があるみたい

で、むつ市の場合はどんな理由でこのような内容

にしたのかお知らせください。

以上です。

〇議長（村中徹也） 保健福祉部長。

〇保健福祉部長（佐藤節雄） お答えいたします。

助成金の申請給付方法のお尋ねでございます。

まず、助成の申請の関係でございますけれども、

助成の方法は対象世帯からの申請に基づき実施す

ることとなりますが、対象者がわざわざ本庁舎ま

たは分庁舎を訪れて手続をするには交通費等の負

担がかかります。ですから、できるだけこれらの

方々の負担とならないように、郵送による申請を

予定しております。手続の方法は、本議会でご議

決をいただきますと、まず市で抽出した対象予定

者に対して内容等を記載した説明資料と申請用

紙、返信用の封筒を郵送し、申請の条件に合致す

るかを確認していただき、条件に合致した場合に

申請書を送り返していただく方法とします。

提出された申請に基づき市で審査のうえ、助成

の可否を決定し、おおむね１カ月以内に助成金を

申請者の銀行口座に振り込む方法とする予定でお

ります。銀行口座がない場合は、近くの銀行への

送金払いにより支払う予定であります。

それで、市で把握できない世帯も想定されます

ことから、市政だよりにチラシを折り込み広報を

する予定でおります。これは、２月８日が次の広

報紙の発行予定となっておりますので、その際に

一応チラシを折り込むというふうな形にしたいと

考えております。

それから、申請の時期ですけれども、受け付け

の時期は３月31日までといたします。郵送の場合

は、当日の消印を有効とする考えでございます。

それから、問い合わせに対する対応ですけれど

も、事業に対する問い合わせについては、本庁舎

の介護福祉課、それから児童家庭課、分庁舎のほ

うでは健康福祉課で対応したいと考えておりま

す。すべての対象予定世帯には、個々に文書を発

送いたしますので、それほどの混乱はないものと

考えております。

それから、対象世帯を決定した理由でございま

す。この対象世帯の決定につきましては、いろい

ろなご意見があるところでございます。当市では

低所得者の中でも特に在宅での生活を余儀なくさ

れている方々として、高齢者世帯、障害者世帯、

ひとり親世帯を対象といたしました。障害者世帯

にさらに範囲を設けた理由といたしましては、一

般的に就労が困難な状況にある範囲というふうな

ことで設定をさせていただきました。

以上、４点についてご答弁をさせていただきま

した。

〇議長（村中徹也） 20番。

〇20番（斉藤孝昭） 内容は、大体わかりました。

そこで、先ほど助成金の申請については郵送とい

うことで、本人がそれを見て合致した場合申請を

行うということでありますが、対象者の方が高齢

者または障害者の皆さんということでありますの

で、その役所から送られた文書が果たして自分た

ちがそれに合っているのかということをうまく判
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断して返信できるのかというふうなことがちょっ

と心配になります。

ある市町村の例をちょっと紹介すると、民生委

員の方が、その対象者の家庭を訪問して書類を書

いてもらうと。受け取り方は、口座振替でもいい

のですけれども、直接役所のほうからその対象者

の方の世帯に出向いて手続をしてもらうというふ

うな方法を取り入れている町村がありますが、今

むつ市でやろうとしているその郵送をして、その

文書を確認してもらってからということに対して

給付率が下がるのではないかという心配をしてい

ないのか、または給付率が余りにも少なかった場

合、どういうふうな対応を考えているのかお知ら

せください。

〇議長（村中徹也） 保健福祉部長。

〇保健福祉部長（佐藤節雄） 一応当市の場合も、

民生委員さんにお力添えをいただくというふうな

ことを考えております。一応民生委員の方には、

機会を通じて説明をさせていただいて、地区の担

当の方々から質問等があればお答えしていただく

というふうな形をとりたいと思っております。対

象者の方から市のほうに問い合わせがあった場合

には市の職員が出向いて対応するか、あるいは民

生委員を介して対応していただくかと、そのよう

な対応を考えております。

〇議長（村中徹也） これで斉藤孝昭議員の質疑を

終わります。

次に、２番澤藤一雄議員。

（２番 澤藤一雄議員登壇）

〇２番（澤藤一雄） 今斉藤議員の質疑の中でいろ

いろわかってきたわけでございますが、他市町村

の対応を新聞等で見てみますと、中学３年生の受

験生を持つ世帯を対象にする、当然これはすべて

住民税非課税世帯であります。そして、ゼロ歳児

から６歳児を持つ世帯、そして18歳未満児を持つ

世帯というようにいろいろ対象を拡大していると

いうふうなことがうかがわれるわけですけれど

も、これらのことを考慮しなかったのか。そして

また、生活保護家庭のことが先日も新聞に出てお

りましたけれども、生活保護世帯を対象にしなか

った、そしてこの生活保護世帯は別制度でござい

ますので、これで生活保護世帯への加算が国等に

おいて考慮されているのか、もしわかっておられ

ましたらお知らせをいただきたいと思います。こ

の件についてお尋ねします。

〇議長（村中徹也） 市長。

〇市長（宮下順一郎） 澤藤議員にお答えいたしま

す。

澤藤議員のお考えの根底には、多分もっともっ

と範囲を広げるべきだし、さらに金額等々の含み

もあってのご発言の内容かなと、こういうふうに

私察したところであります。範囲も広げたく、ま

た金額も果たして他市は4,000円のところもあり

、 、 。ます 7,000円 １万円というところもあります

、 、そういうふうなこともさまざま考えました 考慮

検討いたしました。また、中３の受験生を抱えて

いるというふうなところの報道もされていること

も承知をいたしております。しかしながら、当市

でできる範囲のことを基本的に、金額的なこと、

そしてその世帯数のこと、世帯数の割合、そうい

うふうなことを総合的に勘案して、ただいまの提

案になったということでご理解をいただきたい

と、こういうふうに思います。

その余につきましては、担当部長からお答えい

たします。

〇議長（村中徹也） 保健福祉部長。

〇保健福祉部長（佐藤節雄） 生活保護世帯の対象

の関係でございますけれども、基本的に生活保護

の行政は国の責任において実施すべきと考えてお

ります。受給世帯に支給される冬季加算は、国に

おいて見直しを図るべきと、そのような考え方を

。 、 、しております ただ 現在青森県におきましては
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青森県の市長会におきまして、国に対して冬季加

算の増額を要請しております。

以上でございます。

〇議長（村中徹也） これで澤藤一雄議員の質疑を

終わります。

次に、17番工藤孝夫議員。

（17番 工藤孝夫議員登壇）

〇17番（工藤孝夫） ２人の同僚議員の質疑と重複

いたしましたので、質疑を取り下げいたします。

〇議長（村中徹也） これで工藤孝夫議員の質疑を

終わります。

以上で議案第１号の質疑を終わります。

お諮りいたします。ただいま議題となっており

ます議案第１号は、会議規則第38条第２項の規定

、 。により 委員会への付託を省略したいと思います

これにご異議ありませんか。

（ 異議なし」の声あり）「

〇議長（村中徹也） ご異議なしと認めます。よっ

て、議案第１号は委員会への付託を省略すること

に決定いたしました。

これより討論に入ります。討論の通告がありま

せんので、ただちに採決いたします。

本案は原案のとおり可決することにご異議あり

ませんか。

（ 異議なし」の声あり）「

〇議長（村中徹也） ご異議なしと認めます。よっ

て、議案第１号は原案のとおり可決されました。

◎閉会の宣告

〇議長（村中徹也） これで、本臨時会に付議され

た事件はすべて議了いたしました。

以上で、むつ市議会第144回臨時会を閉会いた

します。

午後 １時３８分 閉会
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